
　

(2)今後の方向性

今後、高齢化がさらに進むことが予想されるため、高齢者支援課・地域包括
支援センターなどの関係機関と、より一層の連携を図かりながら、栄養及び
歯科分野などでの介護予防事業について、高齢者が要介護状態に至らない
ような支援を強化させていく必要がある。

参加者拡大のため、地域包括支援センターや高齢者施設等からの依頼を積極的に受け入れるよう努めた。栄
養士・歯科衛生士が連携した教育事業を行うことにより、市民が参加しやすくなるように努めた。また地域リハ
ビリ交流会ではメンバーや家族、ボランティアともに高齢化が進む中で、参加者全員に対する介護予防・健康
づくりに関するアプローチを引き続き実施した。活動はなるべく参加者の希望を取り入れ、その地域ならではの
ものとなるよう心がけている。失語症者のつどいでは、つどいの開始前に『おしゃべりコーナー』を継続し、メン
バーやボランティアの交流を図っている。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

地域リハビリ交流会は、障害を持つ人の社会参加の機会、地域住民にとっては障害者と共に生
活する地域について学ぶ機会として貴重な事業であるが、障害者にとっては自己通所であり、本
人・家族が参加の意義を認識していくことが必要である。職員が本人・家族にその意味を伝え、障
害者が関わる関係機関の理解を進めることが更に必要である。
栄養・歯科については、依頼教育の件数が見込みに比べて少なかったため、未達成となった。対
応としては、周知を増やすなどして、依頼の件数増加に努める。

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況
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理由
高齢者の要介護状態を予防していくためにも、各事業の必要性は高い。今後、
本事業の利用者の増加に向けて、高齢者がより身近で参加しやすく、理解しや
すいものとなるよう、改善・効率化を図っていく必要はある。
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障害を持つ人の閉じこもり予防・社会参加の推進・地域住民の学びの場として、参加者
の関心のある事項をテーマに事業に取り組んでいる。介護保険法の改正にあたり本事
業の目的や位置づけ・方針等を明確化させていく必要がある。
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高齢者が健康で生き生きと、地域で自立した生活を継続できるよう、脳血管疾患等の後遺症による閉じこもり予防（機能訓練事業）、栄養状態の改善・健康の維持向
上（高齢者栄養教室）、健全な口腔機能と良好な口腔衛生状態を保つ（高齢者歯科健康講座）ことを目的にしている。
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訪問指導の４事業については、地域支援事業の介護予防事業に位置付けて実施することとなった。
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平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。

【機能訓練事業】　各月１回実施
　　●地域リハビリ交流会…当事者・家族・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・地域住民が、リハビリ体操や月毎のプログラムを通して交流（まちづくりセンター４か所）。
　　●失語症者のつどい…言語聴覚士のリードで、当事者とボランティアがコミュニケーションを中心に交流（保健センター）。
【高齢者栄養健康教室】　①優しい健康食教室（保健センター）…講話・調理実習・食事相談   ②すこやか栄養教室（老人福祉センター・憩いの家）…講話・調理実習・食事相談
                                ③男性料理教室（保健センター）…調理初心者の男性が対象。講話・調理実習　④地域住民からの依頼健康教育
【高齢者歯科健康講座】　元気歯つらつ教室（保健センター・２日間１コース年間２回）…講話・健口体操・歯みがき実習・歯科相談
　　※老人福祉センター利用者を対象にした講話・健康相談、地域包括支援センターや高齢者施設の依頼を受けて健康教育等も随時、実施。
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